
認知症介護問題 20250223to 

認知症は75才以上では12人に 1人、85歳以上は3

人に 1人、発症するという大変な病気であり、老人介

護においてはどう対処するかが大きな問題となって

いる。編者もこの問題に関心があり、福祉関係の講演

会やｼﾝﾎﾟには積極的に参加し、そこで得た知見を纏め

てみることにした。なお、本稿は今後に向けて種々の

知見を加えていくので、随時改定補充をしていくこと

になる。 

 

１． 介護の基本方針 

 いうまでもなく、介護においては被介護者の人権尊

重や尊厳遵守が基本となる。認知症の場合、被介護者

が自分の要求を出しにくくなっているので、非介護と

介護との関係をどう作るかが一のﾎﾟｲﾝﾄとなっている。

この観点から、介護の仕方や非介護の要件について論

究する。なお、ここでは、人権も尊厳の中に入れてお

くことにする。 

 

２．尊厳遵守 

 尊厳遵守はどう実施していくのであろうか。大上段

に構えて｢こうあるべき､こうすべき｣とするやり方と、

介護の一つ一つの行動にいわゆる小さな尊厳として

遵守していくやり方とがあり、通常は特別意識しなく

てもﾏｸﾛにもﾐｸﾛにも併用とされている。 

では、遵守の場合、どういう事項があるのであろう

か。列挙すると； 

自律、健常状態、生への積極姿勢、感覚磨き、 

   人間関係づくり、信頼関係づくり、行動理念 

 

３． 各論 

(1)尊厳遵守；非介護者を人間として大切にする基本。

ﾏｸﾛな目標も、小さなことから積み上げていくことで

達成できると考える。 

(2)相互の対応 

(2.1)ｺﾐﾕﾆｹｰｼｮﾝ；被介護者が自らのﾆｰｽﾞを発しにくい

ので、介護者は被介護者を体の調子も合わせてしっか

りと観察することになる。声を発する次元の物にはな

らないことに注意したい。 

(2.2)相互の行動；介護は、観察に基づいて状況に応じ

て対応する 

(2.3) 感覚;ｺﾐﾕﾆｹｰｼｮﾝや行動について感覚的に喚起

するようにする。 

 

(3)自律； 

(3.1)自律意思；被介護者自身が何事にも時間をかけ

行動することが自律である。今までと同じように行動

することが日常であり自然であることを体得確認と

いったところである。例えば食事は自分で食べること。 

(3.2)健常状態の実感；介護を受ける以前からのいつ

も通りの状態が今なお続いているという感を持つ。例

えば、服、靴、日用品も今まで使っていた物を介護を

受けているときも使用し続けることで、いつもどおり

が常に続いているという感覚が維持される。 

(3.4)積極姿勢；生きてることを自ら実感する。これこ

そが巣を未来を生き抜く力となる。すなわち、自分が

これまでもそして今も生きており、未来をも生き抜く

ことが実感されるのである。 

 

(4)信頼関係 

(4.1)他者の存在；他人と自分との繋がりを感ずるよ

うになれば、自分がより自分らしくなりる。これも、

人と出会うごとに対応していると自然とそうなる。 

(4.2)信頼関係を築く；介護では、被介護者をよく観察

し、最善を尽くしているという気持ちが信頼に繋がる。

また、 

(4.3)行動理念；人の優しく、みんなで楽しく、その時

その瞬間を大切にしながらの行動が一番。。 

(4.4)人間として；人間は一人ではなく、かつ自然に振

る舞えれる。しかも、人間は、皆が必ず通る人生の道

を歩む。、そう思えば、介護側も非介護側も人間として

同じ道を歩んでいる。そこに、各人の人生観や経験を

背負って歩んでいる。 

 

Ｑ＆Ａ 以下はある勉強会ででた Q&Aを記す。 

講師は西洋の介護士の方です。 

Ｑ；認知症者とその家族との間でﾄﾗﾌﾞﾙ。家族が暴言は

いたり怒ったり。良くないことは分かっていても。ど

うすればいいのか。 

Ａ；西洋では、「構えなくていい介護」をしてます。 

楽に対応する。あせらない。 

 何言われても、そうなんです、という気持ちになる。

仕事だからそれができる。 

 仕事とはそこまでをも含むんですね。とはいえ、泣

くこともしばしばのようなことも言っておられた。 

 介護ｽﾃｰｼｮﾝはガラス張りで非介護側からはいつも

見られている。どこまでもｵｰﾌﾟﾝにして、介護者とは隔

たり無しに寄り添っている。被介護者は安心感につな



がっています、と。 

 この他、非介護人は人生の先輩として敬われる。若

い皆さん介護は自分の仕事と思って頑張ってる。 

Ｑ；講師さんの話、介護に限らずどんな仕事でも根こ

は一緒なんですね、仕事人(専門家)の本分と思っても

聞いても聞いてました。ありがとうございました。 

Ａ；そうですね。 

Ｑ；被介護者がひとりでいたいと言えば、要望が通る

のがいい。日本では団体行動ですので、被介護者が守

らないなら来ないで、といわれると家族はつらい。 

Ａ；人間ひとりひとり違ってていい。ｹｱもそのことを

考えてしている。これが小さな尊厳の尊重ですね。 

歯磨きや立ち上がりなどひとつのｹｱでお互いの関係

が良くなります。 

Ｃ；日本だと直ぐに、家族として責任都下ぎみとかで

こうしなくてはと思うが、そうではなく家族も「構え

なくていい」というのがいいですね。 

Ｃ；接し方については、家族だからどうしてもきつく

なる。もっといろんな人に相談するのがいい、と思う

ようになりました。 

Ｑ；介護してます。いろんな意図に相談したいんです

が、相談は人方がいいので歯の声に従って、包括ｾﾝﾀｰ

などに相談すると、何か対応が狭いような気がします。

どうなんでしょうか。 

Ａ；いろいろあるかと。一つの例ですが、客観的事実

を文章で伝えるのも方法です。専門雄介護の方にも見

ていただけるし、関係者がしっかりと責任もらうよう

にもなります。 

 


